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東北メディカル・メガバンク事業

宮城県・東北大学
協力協定を締結しました
　宮城県と東北大学は、東北メディカル・メガバンク事業の実施に関する
協力協定を締結しました。東北メディカル・メガバンク事業には、2011年
6月の第9回東日本大震災復興構想会議で宮城県の村井嘉浩知事が行った
提言の中で、「 地域医療の再生への医療連携システムの構築と診療拠点
の整備 」のために、東北メディカル・メガバンク構想の実現の必要性が
述べられたという経緯があります。それから一年以上を経て、協力協定
の締結に至りました。式典は仙台で 2012 年 9月18 日に開催され、村井
嘉浩宮城県知事と里見進東北大学総長が協力内容を定めた協定書に署名
しました。
　式典には文部科学省・復興庁の関係者をはじめ宮城県内の市町村長、
保健・医療機関及び教育機関の関係者の方々にご列席頂きました。また
式典に続いて事業の進捗説明会を行い、嘉数研二宮城県医師会長らから
ご祝辞を、井口經明岩沼市長にスピーチを頂きました。
　今回の調印を通して、宮城県民の健康に資するための事業について東北
メディカル・メガバンク機構は宮城県との協力を固め、循環型医師支援
システムや住民の健康調査などをさらに進展させます。

01 ｜調印後に協定書を手にする村井知事（右）と里見総長（左）。宮城県の協力を得て、今後の事業
の進展が期待されます。
02 ｜調印を祝して、サッカー J リーグよりベガルタ仙台のベガッ太と、バスケットbjリーグから仙台
89ERS のティナが来てくれました。
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市町村長訪問
2012年1月 - 9月

地域の自治体と連携関係を築くために、ToMMo
は各自治体を訪問してきました。9月末までに
宮城県の全 35 の市町村長を山本雅之機構長
自ら訪ね、事業への協力を要請、ご快諾頂き
ました。

平野博文文部科学大臣が来訪
2012年8月19日

平野大臣は東北メディカル・メガバンク事業につ
いて「 政府全体として、東北の医療復興の拠点
事業として考えている」と述べられ、人材育成
の重要性について指摘されました。

石田国家戦略担当副大臣が視察
2012 年 6 月23 日

石田副大臣は東北メディカル・メガバンク事業
を「 震災というピンチをチャンスに変えて、世
界に発信していこうという事業だ 」と評価され
ました。

萩ホールにて展示
2012 年 7 月 4 日 - 9 月 24 日

東北大学百周年記念会館 川内萩ホールで企画
展示「 東日本大震災から東北メディカル・メガ
バンク機構の設立へ」を行いました。ポスター
や書籍、写真をご覧いただきました。

石巻赤十字病院の赤十字健康まつりに出展
2012年9月29日

石巻赤十字病院で毎年行われる赤十字健康
まつりに出展し、その場で行える簡単な DNA
実験や、パネルによるゲノム・遺伝子について
の解説、事業の紹介などを行いました。

オープンキャンパス参加
2012年7月 30日 - 31日

平成24年度東北大学オープンキャンパスに参加
し、高校生を主対象に星陵キャンパスで展示を
行いました。会場ではポスターを掲示し、ニュー
スレターやリーフレット、DNAカードの配布を
行いました。

シンガポール勉強会へ参加
2012 年 8 月 21日 - 22日

東北大学医学系グローバルCOEプログラム
Network Medicine創生拠点がシンガポールで
開催した勉強会に、ToMMoのメンバーが参加し
ました。現地では国立シンガポール大学がん科
学研究所とのジョイントワークショップで講演を
行うなどしました。

Date fm の番組制作
2012年5月 - 9月

21回にわたって、毎週月曜日に Date fm( 77.1
MHz 仙台) の朝の番組 Crescendo 内で「みんな
でつくる未来の医療 」と題したコーナーを制作、
事業のさまざまな活動を紹介してきました。

（この録音は機構のwebサイトで聴くことができます。）

ALSOとBLSOを石巻赤十字病院で開催
2012 年 9月15日 - 16日

産科救急のための教育プログラムであるALSOと
BLSOを実施し、石巻近辺の救急救命士や医療
関係者らに受講頂きました。この開催には、災害
医療対策として災害時にお産へ対処できる人材
を育てるという目的もあります。

ToMMo新研究室合同紹介
2012 年7月10日

2012年秋以降に新たに大学院生を受け入れ可能
になった研究室の専任教員が、各研究室の説明を
行いました。現在、ToMMo所属の大学院生にな
るためには、各研究室の教授がToMMoと兼任で
所属する研究科の入試を受験して頂く形をとって
います。

栗山真理子さんをお迎えして勉強会を開催
2012年6月14日

日本患者会情報センター代表であり、NPO法人
アレルギー児を支える全国ネット アラジーポッ
トの専務理事でもある栗山真理子さんをToMMo
の勉強会へお招きし、これまでの取り組みを伺
い議論しました。

スウェーデン政府の調査団が来訪
2012年9月14 日

東日本大震災などに対するフォローアップの一環
としてスウェーデン政府が派遣した調査団を
ToMMoにお迎えし、東北メディカル・メガバンク
事業について懇談を行いました。
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ToMMo
クリニカル・フェロー制度の創設

　東北メディカル・メガバンク機構（ ToMMo）は、東日本大震災
で疲弊し、また、もともと医療過疎に苦しんできた地域を支援す
るため、循環型医師支援システムを提案してきました。機構は、
2012 年10 月、このシステムを実際に担う医師の方々 10 名を、
ToMMoクリニカル・フェローに任命しました。
　循環型医師支援システムでは、ToMMo が任命する ToMMo
クリニカル・フェローは、1 年間のうち一定期間、地域医療機関に
勤務し、残りの期間、ToMMoで研究などに従事します。この制度
を利用して、10 月から、南三陸町に 3 人、女川町に 1 人、常勤
医師が着任しました。ToMMoの事業により、地域医療支援が具
体的な形となる最初のケースとなりました。
　今後、ToMMoでは本制度の活用を広げ、大学からの厚いサポ
ートを受けながら、宮城県の太平洋沿岸部での医療活動に従事
できるこのシステムを利用する医師が増え、当該地域の医療と
ToMMo の事業とが共に発展していけるよう計画しています。

東北メディカル・メガバンク事業に対して
文部科学省研究振興局 吉田大輔 局長
宮城県・東北大学協力協定調印式典（2012 年 9 月18 日）での御挨拶から抜粋

　本事業は、昨年６月の第９回東日本大震災復興構想会議における、村井
知事からの御提案を踏まえ、昨年７月の「 東日本大震災からの復興の基本
方針 」に盛り込まれたことを受けて、被災地住民の方々の健康管理への
貢献と、東北発の次世代医療の実現を目指す復興事業として開始された
ものです。
　その後、本年に入り、６月に政府の医療イノベーション会議が決定した

「 医療イノベーション５か年戦略」や、７月に閣議決定された「 日本再生
戦略 」において、本事業は重点施策として位置づけられました。これも
ひとえに、宮城県における実施主体である東北大学が昨年来、事業立ち
上げに御尽力されていることに加え、宮城県、県内自治体、県医師会、
医療機関等の方々の御支援の賜物と考えております。
　今後、本事業が所期の目標を達成するためには、東北大学が自治体を
始めとする関係者の方々との長期的な信頼関係を構築し、皆様の御協力を
頂きながら事業を推進いただくことが重要です。この観点から、本日県
との協力協定が締結されることは大変時宜にかなっているものであり、
これを契機に、より一層、東北大学、宮城県の自治体等の関係者の方々
と一丸となって事業が推進されることを期待しております。文部科学省と
しても、引き続き本復興事業をしっかりと支援してまいります。

　今回、欧州バイオバンクの視察のため、フランス、ドイツに
行ってきました。2012年6月25日に、バイオバンク部門の
峯岸直子教授とともに、フランスのパリにあるCEPH（Centre 
d'Etude du Polymorphisme Humain ）を訪問し、東北メディ
カル・メガバンク機構（ ToMMo ）の概要説明と、大規模なゲ
ノムコホートを行うことを紹介しました。CEPHは 1984 年に
数十の大家系の遺伝子DNAバンクとしてスタートし、ヒトの
遺伝的地図と物理的地図の統合に大きな貢献をするとともに、
多くの遺伝病原因遺伝子の発見に寄与しています。所長の Dr. 
Hélène Blanché-Koch には、CEPH における自動化された
サンプル調整などを紹介してもらい視察を行いました。30年
近く運用されてきたその実績は、たいへん参考になりました。
　また、その日のうちにドイツのヒンデン（ デュッセルドルフ
近郊 ）に向かい、予防医学・疫学部門の菊谷昌浩准教授、石黒
真美助手、医療情報 ICT部門の荻島創一講師と合流、翌 26 日

からの Biobank Technology Workshop に参加しました。
一日かけて、DNA、RNA 自動化精製装置による大量の検体の
調整を、実際に視察しました。次の一日は、ヨーロッパのバイ
オバンクの Workshop で、各国に多数あるバイオバンクに
おける検体収集の標準化が大きな話題でした。言語、システム
が違うバイオバンク間で統一した基準を作っているのが印象
的でした。また、ドイツで行われている National Cohort の
紹介では、20 万人のコホートということで、規模も ToMMo
に似ており参考になりました。
　今回の視察では欧州のバイオバンクの現状を肌で感じられ、
各施設における今後の課題も知ることができました。欧州と
積極的な共同体制を作って行くことも大事だと感じました。
一番の収穫は、ToMMo の活動紹介ができたこと、連携の可能
性を示すことができたことです。今後、世界に向けた発信と、
世界との連携を目指して頑張っていきたいと思います。






